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昭和39年以来 4 年間に亘って、福井県三方町旧西田村西浦地区住民1 ，300人の診療と健康管理を実
施しつつ、この経過でえられた資料をもとにして全住民の健康台帳を作成した。特に40才以上の国保
被保険者450人について昭和40年 4 月 1 日現在の慢性疾患(高血圧症及び慢性の消化器・運動器疾患に
限定した)の有病者率を推定し、各部落の特長や生活史との関係を論じ、他の地区で行なわれた成績と
比較検討した。
又、昭和39年より 42年に至る 3 年間の国保診療報酬請求書をもとにして、 40才以上の慢性疾患の受
診状況を調べ、前述の慢性疾患の擢患状況と比較して、医療がどの程度ゆきわたっているか、健康管
理活動がどのような効果をあげたかなどの点について考察した。
〔成績〕
1) 西浦地区住民の聞における慢性疾患の擢患状況はきわめて高率で、あって、 40才以上の住民の48
%が慢性疾患に擢患している。これは長野県八千穂村など他の農山村地区で行なわれた健康管理
の成績と比較しでもかなり高率である。
特に、世久見、食見の知く、塩や炭を焼き、狭い耕地で労働集約的なきびしい労働を行ない、
貧しい食生活に耐えてきた部落では慢性疾患の有病率が高率で、、世久見は55.9%、食見は61. 2%
に及んで、いる。
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に及んでいる。
2) 西浦地区の全年令人口についての国保の受診率(昭和39年度)は全国平均324、福井県平均375、三
方町平均287に対して251であり、県下最低率の三方町の中でも最低で、あり、大多数の患者は無自
覚のまま放置されているか、不完全な治療しか行なわれていなかった。特に世久見・食見の国保
の受診率は227 ときわめて低率で、あった。
この様に受療j犬態は全般的にわるいが、特に40才以上の慢性疾患有病者の受療率は低く、中で
も世久見・神子は常神・小川に較べると遥かに低率となっている。
その理由は単に診療所への距離といった地理的なものだけでは説明できない。世久見・食見は
山坂道とはいえ6 粁で西部診療所ヘ通じており、西浦地区ではもっとも診療所ヘ近いからである。
常神・小J 11 は殆ど耕地をもたず漁業で生活してきた純漁村であり、貧富の差が少なく、人間関
係が開放的で明るく行動的で、ある。これに反し世久見・食見は農村的土地所有関係によって貧富
の差があり、人間関係が閉鎖的で暗く、行動は慎重で消極的である。神子は漁村部落であるが、
古い人間関係が支配していてむしろ世久見・食見に近い性格の部落である。この様な漁村的性格
と農村的性格が部落の医療に対する反応の仕方に相違を生じたと思われる。
3) 健康管理活動によって慢性疾患の招屋と現に求められている応急的な医療を行なうという点で
はある程度成功をわさめることができ、急患の往診件数・入院件数は 2 年間で半減した。しかし
深く生活史に根ざした住民の受療態度をかえることは困難で\慢性疾患の継続治療などでは確実
な効果はあがらなかった。
〔総括〕
僻地医療のみじめさは地理的経済的な条件や、保守的前近代的な社会構造に基づく種々の規制要因
によって住民が適切な医療を受けられないところにあるが、この様な社会的要因はまた医師の僻地へ
の定着をむづかしくしている。西浦地区における明治以来の医師のうつり変りの事情をみてもそのこ
とは明らかである。
医師不足・都市と僻地の生活格差の増大など僻地医療をとりまく瑳械は益々悪化しており、ここに
僻地医療のむづかしさがある。
論文の審査結果の要旨
本論文は著者が僻地診療所の医師として実際に診療と健康管理を行いつつ僻地住民の聞における慢
性疾患の擢患状況と医療の実態を検討したものである。その結果著者は僻地医療のみじめさが地理的
経済的条件のみでなく、保守的前近代的な社会構造に基づく種々の規制要因に基づくものであること
を示す成績をえた。
本論文の成績は僻地医療の社会医学的な研究の進展に寄与する所大なるものがあると認める。
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